



































































− 2 − − 3−
スキナー以後の心理学（26）高齢者のライフスタイル構築と終末（長谷川）
*4	 もとの英文；






































































































































































Activity  A pattern of behavior that takes up time and is identified over a period of time, 

























































適用可能な関係反応（arbitrarily applicable relational responding）がこうしたプロセスで形成されると考えら
れている（Dymond,  & Roche, （2013）
*16  物作りでは製品が完成形に近づく様子、登山であれば頂上への接近、受験勉強であれば模擬テストの好成績
など。
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